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研究成果の概要（和文）： 

中山間地域の水田農業集落に複数の獣害対策を適用し，野生動物からの防除と地域住民による

継続的管理の両側面から，その効果を検証した．その結果，既存の土木構造物や地形を活かした

，山林と農地の境界空間の設計手法を開発するとともに，中山間地域の社会構造の特徴に適した

合意形成および実施体制の構築についても検討し，総じて獣害対策計画策定手法を構築した． 
 
研究成果の概要（英文）： The countermeasures against wildlife’s attack on agricultural 
field were applied on the paddy-agricultural settlement in hilly and mountainous area, to 
verify the effect from the both view of protection of agricultural field from wildlife and 
management sustainably by local society. In the result, the designing method of separation 
zone between forest and agricultural field, based on the existing civil engineering 
structures and geographical features, was developed. The executive method for consensus 
building and local organizing was also designed, resulting in the development of the 
planning method of countermeasure against wildlife’s attack. 
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１．研究開始当初の背景 

農村における獣害が深刻となるなか，生態
学分野ではこの問題に対し 2つのアプローチ
がとられていた．一つは，野生動物の生態か
ら獣害対策を開発する方法であるが，多くの
農村は少子高齢化や過疎化に直面しており，
有効とされる獣害対策の現場での実施に課

題が残った．もう一つは，獣害対策を行う住
民の意識を解明する研究であるが，これらの
成果は当初，実際の獣害対策計画策定におい
て活かされてはいなかった．このように，こ
れまで提示されてきた獣害対策は，主に生態
学分野から研究が行われてきたこともあり，
実際の農村における農地基盤や住民コミュ
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ニティーが十分に考慮され，計画策定手法が
構築されてきたとは言いがたい．よって，獣
害の抜本的な対策のためには，獣害を生態側
からとらえるだけではなく，それらを実際の
農村の空間構造や農地基盤に当てはめた実
証的研究が必要であり，さらには，地域社会
においてワークショップ手法やアンケート
調査を用いながら集団的な実施体制の構築
手法を検討する必要があった． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，これまで主に生態学分野にお
いて取り組まれてきた獣害研究に対し，新た
なアプローチとして，農業土木学・農村計画
学分野の研究手法を適用した．すなわち，野
生動物の侵入を誘発する農地基盤構造や土
地利用を解明し，その条件を取り除くための
基盤整備及び土地利用手法の確立を目的と
した．また，獣害対策を実際の農村に適用す
るための，合意形成や住民の組織化について
も検討し，総じて獣害対策計画策定手法を構
築することとした． 
 
３．研究の方法 
中山間農業集落（和歌山県古座川町潤野地

区）を対象地域として，山林から農地への野
生動物の侵入経路，被害農地の基盤・土地利
用上の特徴，獣害が深刻化する社会的背景，
の 3 点を定量的に分析し，獣害の要因となる
農業基盤・社会構造を明らかにする．次に，
それらの結果をもとに，獣害発生要因を除
去・最小化するための対策（基盤整備を含む）
を検討し，対策を当該集落に適用して獣害抑
制効果を確認することにより，本研究で得ら
れた結果を検証する．また，調査の進行過程
で適宜住民アンケート調査を実施し，住民に
よる獣害対策の評価を確認するとともに，集
落全体の合意形成に向けた意向の変化を検
証する．最後に，農業基盤・社会構造からみ
て適切な獣害対策手法の総合的検証と本研
究課題成果の適用条件の整理を行う． 

 
４．研究成果 
（１）獣害対策の適用とモニタリング 

調査結果から，獣害が深刻な農地は，耕作
放棄地，地域全体を囲む共同電柵，および山
林・河川の 3 つに隣接する傾向があることが
わかった．このうち，共同電気柵は，地区協
同での管理体制の不備，および電気柵に隣接
する土地の管理不足が原因となり，電気柵が
十分な忌避効果を上げておらず，周囲での被
害を許していることも確認された． 

そこで，獣害対策として①耕作放棄地の刈
り払い，②河川堤防を利用した電気柵の設置，
③河川との境界線における簡易道路の整備，
の 3 点を適用した（平成 20 年度）．その後，
赤外線センサーカメラを用いて，対策実施前

後の野生動物の出没状況を調査した． 
①～③の獣害対策を適用した結果，対策実

施後に野生動物の出没頻度が約 7割減少した
との結果を得た（平成 20 年度）． 
しかし，対策実施の次年度（平成 21 年度）

の継続モニタリング調査から，イノシシには
継続的な効果が見られるものの，シカに対し
ては効果が減少しつつあることがわかった．
調査の結果，耕作放棄地の刈り払いなど環境
整備による獣害対策は，イノシシには効果が
高いがシカには低いことが明らかになった．
そこで，イノシシおよびシカに共通して効果
の高い対策として，物理的防除柵と柵周辺の
環境整備を組み合わせた「野生動物と人間の
境界空間」の設計手法を新たに提起した．そ
の際，地区住民による管理負担を考慮して，
既存の土地利用や土木構造物を活かし，山林
と農地との間に境界空間を設計することと
した． 
次に，境界空間の設計手法について，その

汎用性と適用可能範囲を検討するため，古座
川町全集落の土地構造を，GIS ソフトを用い
て分析した（平成 23 年度）．具体的には，農
地外縁からレンジ 100m の境界空間面積（バ
ッファ面積）を算出し，農地面積との関係や
境界空間内の土地利用を調べた．農地面積と
バッファ面積の関係を図 1に示す．農地面積
とバッファ面積には相関関係があるが，農地
面積が円と仮定した場合のバッファ面積（バ
ッファ面積が最小となるケース）と実際のバ
ッファ面積との比較により，農地形状が複雑
化して外周長が長くなるとバッファ面積が
拡大することがわかった．農地面積に対する
バッファ面積が小さくなるケースは，中山間
地域において河川下流域に位置する舌状地
形を持つ集落であり，これらの集落ではバッ
ファ内に耕作放棄地が多く存在して野生動
物に生息地を提供し，被害が拡大しているこ
とを明らかにした． 
 

図１ 農地面積とバッファ面積の関係 農地ポリゴン面積(a) 
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（２）獣害対策への住民意向調査 
住民アンケート調査の結果，①～③の獣害
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対策の効果が高いと実感されていることが
わかった．また，これらの対策により，電気
柵の設置および管理負担が軽減されるとと
もに，地区協働による実施が容易になったと
の評価も得た．すなわち，継続的な獣害対策
を計画する際には，防獣効果だけでなく，地
区住民協働による継続的な維持管理の側面
からの検討が重要であることがわかった． 
（３）獣害対策計画策定手法の検討 
 住民アンケート調査の結果，獣害に関する
調査だけでなく，地区の土地利用や非農家を
含めた住民全体の意向調査等により，地区全
体の将来像を明確化し，地域づくりの一環と
して獣害対策に取り組むことの重要性を示
すとともに，調査を通じてこれを学習・共有
するプロセス設計が，ひいてはは獣害対策に
おける合意形成や地域住民の組織化に有用
であることがわかった．また，獣害対策の成
功が，地域全体の活性化や土地利用の改善に
及ぼすことも立証された．これらの知見を総
じて，住民ワークショップ方式による計画策
定プログラムを考案した．  
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